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【はじめに】睡眠に対する評価において入眠過程は大きな要素であることは、入眠困難

が代表的な不眠の愁訴としてあげられていることからも明らかである。本研究では入眠

に焦点をあてた入眠感尺度を開発し、種々の要因の入眠過程への心理評価に及ぼす影響

について検討した。 

【対象と方法】質問紙は入眠過程への心理評価に関する尺度（9項目）と入眠に影響を

及ぼすと考えられる要因（フリートーキングより 57 項目を選抜; 睡眠習慣・日中の状

態・就床直前の状態・睡眠環境評価の４要素）の２部からなっていた。スクリーニング

のため、治療中の病気や睡眠異常などに関する 23項目も設定した。30名を対象にパイ

ロットスタディ 1を行い、質問項目の表現について確認し修正した。その後、パイロッ

トスタディ 2では 25歳から 45歳の男女 85名を対象に、項目の弁別力や反応分布の偏

りを検討した。 

【結果および考察】66 項目において、４段階評定のうち良好と評価される極に 3 点を

付与し、以下 2点、１点、0点と得点を付与した。その後、入眠に影響を及ぼす要因項

目について、高得点群と低得点群に分けて比較を行った。その結果 52 項目において有

意差が認められた。また、入眠過程をあらわす 9項目について高得点群と低得点群に分

けて比較を行った結果、すべての項目において有意差が認められた。弁別力のない項目

を削除した調査票を用い、現在 1000例を対象に調査を実施中である。 
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